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平
成
29
年
医
療
法
改
正
に
お
け
る

                                  

五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

釜
萢
常
任
理
事
に
聞
く

今回のインタビューのポイント

◦��今回の改正のポイントは5つあり、改正に当た
っては、主に特定機能病院における医療安全の
確保について議論が行われた。

◦�ウェブサイトの広告規制が行われたが、わずか
な悪質事例を除き、各医療機関の現在のウェブ
サイトが、法改正の影響を受けることは少ない
と考えている。

◦�認定医療法人制度の期限延長及び贈与税非課税
要件の緩和については、日医としても政府に要
望してきたことであり、それが実現したことは
大変評価している。

◦�５年後の見直しが明記されており、改正によっ
て、医療現場に問題が起きた場合には、日医に
情報を提供して欲しい。

今
回
の
主
な
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
、
（
１
）
特

定
機
能
病
院
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
に
関
す
る
規
定
が
創
設

さ
れ
た
、
（
２
）
「
持
分
な
し

医
療
法
人
」
へ
の
移
行
計
画

の
認
定
制
度
の
延
長
及
び
認

定
医
療
法
人
へ
の
贈
与
税
非

課
税
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ

れ
た
、
（
３
）
医
療
機
関
開

設
者
に
対
す
る
監
督
規
定
が

整
備
さ
れ
た
、
（
４
）
検
体

検
査
の
品
質
・
精
度
管
理
に

関
す
る
規
定
が
創
設
さ
れ

た
、
（
５
）
医
療
機
関
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
お
け
る

虚
偽
・
誇
大
な
ど
の
表
示
規

制
が
創
設
さ
れ
た

─
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
項
目
の
概
要

を
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

各
医
療
機
関
の
現
在
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の 

　
　
　
　
　
　
　       

　    

影
響
は
少
な
い

（
１
）
が
創
設
さ
れ
た
背

景
と
し
て
は
、
複
数
の
特
定

機
能
病
院
で
あ
る
大
学
病
院

本
院
に
お
い
て
、
残
念
な
こ

も
の
で
す
。

今
後
は
、
医
療
機
関
の
現

状
を
踏
ま
え
た
基
準
と
す
る

た
め
、
厚
労
省
内
に
別
途
設

け
た
検
討
会
に
お
い
て
、
厚

生
労
働
科
学
研
究
の
研
究
班

が
取
り
ま
と
め
た
基
準
案
を

基
に
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、（
５
）
で
す
が
、

医
療
機
関
の
広
告
規
制
の
考

え
方
を
見
直
し
、
医
療
機
関

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
も
広

告
規
制
の
対
象
に
含
め
た
上

で
、
虚
偽
・
誇
大
な
ど
の
表

示
を
し
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
是
正
命
令
や
罰
則
付
与

を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る

も
の
で
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
広
告
規

制
の
対
象
と
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
現
行
の
規
制
（
定
め

ら
れ
た
事
項
の
み
広
告
可

能
）
を
適
用
し
た
場
合
に
は

必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
広
告
可
能
事

項
の
限
定
を
解
除
す
る
仕
組

み
も
合
わ
せ
て
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

大
変
残
念
な
こ
と
で
す

が
、
今
回
の
改
正
は
、
一
部

の
医
療
機
関
で
行
き
過
ぎ
た

広
告
が
作
成
さ
れ
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
、
国
の

消
費
者
委
員
会
か
ら
建
議
が

出
さ
れ
る
事
態
に
ま
で
至
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
他
の
医
療

機
関
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
比

較
広
告
、
誇
大
広
告
、
公
序

良
俗
に
反
す
る
よ
う
な
広
告

は
禁
止
さ
れ
ま
す
。
広
告
可

能
事
項
の
限
定
規
制
を
解
除

す
る
た
め
の
要
件
な
ど
は
、

別
途
検
討
会
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、
省
令
で
定
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
悪
質
事
例
を
除

き
、
各
医
療
機
関
の
現
在
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
、
法
改
正

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
少

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
定
機
能
病
院
に
は
法
令
順
守
と 

　  

　   

安
全
管
理
体
制
の
強
化
を
望
む

こ
れ
ら
の
改
正
内
容
は
、

関
係
検
討
会
等
で
の
検
討
を

踏
ま
え
て
、
中
川
俊
男
副
会

長
と
共
に
委
員
と
し
て
出
席

し
て
い
る
厚
労
省
の
社
会
保

障
審
議
会
医
療
部
会
で
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
論
の
中
で
は
、
と
り
わ

け
特
定
機
能
病
院
に
お
け
る

医
療
安
全
の
確
保
に
力
が
注

が
れ
ま
し
た
。
今
回
の
法
改

正
に
先
立
っ
て
見
直
さ
れ
た

医
療
法
施
行
規
則
で
は
、
医

療
安
全
管
理
部
門
に
専
従
の

医
師
等
を
配
置
す
る
こ
と
な

ど
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
制
度
改
正
で
す

が
、
国
民
の
医
療
へ
の
信
用

が
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

特
定
機
能
病
院
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
法
令
順
守
と
安
全

管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
関
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
の
規
制
強
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
の
信

用
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
ま

す
の
で
、
適
切
に
運
用
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

認
定
医
療
法
人
制
度
の
期

限
延
長
等
に
つ
い
て
は
、
日

医
と
し
て
も
政
府
に
要
望
し

て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

が
実
現
し
た
こ
と
は
大
変
評

価
し
て
い
ま
す
。

今
回
改
正
さ
れ
た
医
療
法

は
、
公
布
日
施
行
の
認
定
医

療
法
人
制
度
の
期
限
延
長
を

始
め
、
こ
れ
か
ら
順
次
施
行

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

５
年
後
の
見
直
し
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

改
正
に
よ
っ
て
、
医
療
現

場
に
問
題
が
起
き
た
場
合
に

は
、
ぜ
ひ
、
日
医
に
情
報
を

お
寄
せ
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。今

後
も
、
会
員
の
先
生
方

か
ら
の
医
療
現
場
の
声
を
基

に
日
医
の
政
策
を
進
め
て
参

る
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

結
果
を
踏
ま
え
て
行
う
②
管

理
者
が
病
院
の
管
理
運
営
業

務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要

な
権
限
を
明
確
化
し
、
医
療

安
全
に
関
す
る
監
査
委
員
会

を
設
置
す
る

─
こ
と
な
ど

を
、
一
方
、
管
理
者
に
対
し

て
は
、
管
理
運
営
業
務
の
う

ち
重
要
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
合
議
体
（
病
院
に
勤
務

す
る
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
、
看
護
師
な
ど
で
構
成
）

の
決
議
に
基
づ
き
遂
行
す
る

こ
と
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
義

務
づ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
２
）
に
つ
い
て
で
す
が
、

厚
生
労
働
省
は
現
在
、
期
限

付
き
で
「
持
分
あ
り
医
療
法

人
」
か
ら
「
持
分
な
し
医
療

法
人
」
へ
の
移
行
の
促
進
措

置
（
認
定
医
療
法
人
制
度
）

を
設
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
族
要
件
（
役

員
の
う
ち
同
族
が
３
分
の
１

以
下
）
や
理
事
・
監
事
の
人

数
等
の
厳
格
な
要
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
、
医
療
法
人
に

贈
与
税
が
か
か
る
可
能
性
が

あ
り
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
日
医
か
ら
そ

の
点
を
指
摘
し
働
き
掛
け
た

結
果
、
今
回
、
認
定
期
間
を

３
年
間
延
長
す
る
と
と
も

に
、
移
行
計
画
の
認
定
要
件

に
「
運
営
の
適
正
性
要
件
」

を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
贈

与
税
非
課
税
の
要
件
が
大
幅

に
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
「
運
営
の
適
正
性

要
件
」
は
、
今
後
、
厚
労
省
令

で
示
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

た
だ
し
、
贈
与
税
を
非
課

税
と
す
る
た
め
に
は
、
移
行

後
６
年
間
認
定
要
件
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
在
、
医
療
法
に
は
、
病
院

や
診
療
所
の
施
設
自
体
へ
の

立
入
検
査
や
開
設
許
可
取
り

消
し
等
に
関
す
る
規
定
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
開
設
者
の

事
務
所
等
に
対
す
る
立
入
検

査
、
開
設
者
へ
の
業
務
改
善

命
令
や
そ
れ
に
従
わ
な
い
場

合
の
業
務
停
止
命
令
な
ど
の

規
定
は
、
医
療
法
人
を
除
い

て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
一
般
社
団
法

人
、
一
般
財
団
法
人
な
ど
医

療
法
人
以
外
の
病
院
診
療
所

の
開
設
者
に
対
し
て
も
、
医

療
法
人
と
同
様
の
監
督
規
定

を
設
け
る
こ
と
に
し
た
も
の

で
す
。

次
に
、
（
４
）

で
す
が
、

こ
れ
は
医
療
機
関
が
外
部
委

託
で
は
な
く
、
自
ら
行
う
検

体
検
査
に
つ
い
て
、
品
質
・

精
度
管
理
に
係
る
基
準
を
定

め
る
た
め
の
根
拠
規
定
を
設

け
る
た
め
な
ど
に
行
わ
れ
た

　
「
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
先
の
通
常
国
会
で

成
立
し
た
。

　

今
号
で
は
、
地
域
医
療
担
当
と
し
て
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部

会
で
の
審
議
に
も
参
加
し
て
い
る
釜
萢
敏
常
任
理
事
に
、
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

と
に
重
大
な
死
亡
事
故
が
発

生
し
、
そ
の
事
故
の
要
因
と

し
て
、
医
療
安
全
に
関
す
る

病
院
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
不
足
が

挙
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
、
今
回
の
改
正

で
は
、
特
定
機
能
病
院
の
組

織
運
営
体
制
を
決
定
す
る
プ

ロ
セ
ス
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
特
定
機
能

病
院
に
お
い
て
は
、
よ
り
一

層
高
度
な
医
療
安
全
管
理
体

制
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
明
確
に
示
す
た
め
、
そ

の
承
認
要
件
に
「
医
療
の
高

度
の
安
全
を
確
保
す
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
」
を
追
加
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
機
能
病
院
の

開
設
者
に
対
し
て
は
、
①
医

療
安
全
管
理
体
制
の
確
保
そ

の
他
の
特
定
機
能
病
院
の
管

理
運
営
業
務
の
遂
行
に
必
要

な
能
力
及
び
経
験
を
有
す
る

者
を
管
理
者
に
就
任
さ
せ
る

よ
う
、
そ
の
選
任
に
当
た
っ

て
は
、
外
部
の
者
を
含
め
た

選
考
の
た
め
の
合
議
体
を
設

置
し
て
審
査
を
行
い
、
そ
の



日 医 ニ ュ ー ス 第1342号（2）平成29年8月5日〔第3種郵便物認可〕

■■■■■■■■

死
亡
診
断
書
作
成
支
援
ソ
フ
ト

「
Ｄ
ｉｅ
ｄ
Ａ
ｉ
」に
つ
い
て

■■■■■■■■

九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
お
け
る

�

日
医
の
対
応
を
説
明

■■■■■■■■

日
医
韓
国
医
療
調
査
団

報
告
書
ま
と
ま
る

7
月
12
日

今
村
聡
副
会
長
は
、
死
亡

診
断
書
・
死
体
検
案
書
を
パ

ソ
コ
ン
上
で
電
子
的
に
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
無
料
の

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｄ
ｉ
ｅ
ｄ

Ａ
ｉ
」
（
だ
い
だ
い
）
を
紹

介
し
た
。

本
ソ
フ
ト
は
、
死
亡
診
断

書
・
死
体
検
案
書
様
式
の
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
厚
生
労
働
科
学
研
究

の
成
果
物
と
し
て
、
平
成
27

年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
28
年

に
続
き
、
今
回
、
２
度
目
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
副
会
長
は
、
死
亡
診
断

書
・
死
体
検
案
書
に
つ
い

て
、
「
現
行
制
度
で
は
同
一

の
様
式
を
両
方
に
使
い
分
け

て
お
り
、
死
亡
の
日
時
、
場

所
、
死
亡
に
至
っ
た
医
学
的

原
因
等
々
の
多
く
を
医
師
が

手
書
き
で
記
載
し
て
い
る
」

と
説
明
。
こ
れ
が
市
区
町
村

役
場
な
ど
に
提
出
さ
れ
る

と
、
記
載
内
容
の
う
ち
死
因

情
報
に
関
す
る
部
分
は
、
役

場
で
の
電
子
化
の
作
業
を
経

て
、
国
の
死
亡
統
計
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
が
、
手
書
き
で

あ
る
た
め
に
読
み
取
り
に
く

く
、
死
亡
原
因
の
傷
病
名
が

不
統
一
な
ど
の
問
題
が
あ
る

と
し
た
。

具
体
的
な
操
作
手
順
に
つ

い
て
は
、
①
日
医
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
リ
ン
ク
さ
れ
た
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
イ
ン
ス
ト
ー

ル
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
起
動
さ

せ
、
画
面
上
に
表
示
さ
れ
る

注
意
事
項
や
ガ
イ
ド
に
従
っ

て
、
死
亡
診
断
書
の
記
載
欄

を
入
力
③
「
出
力
」
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
印
刷

─
す
る
と

解
説
し
た
。

入
力
事
項
は
、
「
死
亡
者

の
基
本
情
報
」
「
死
亡
の
原

因
」「
手
術
欄
」「
解
剖
」「
死

亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
」
「
死

因
究
明
検
査
」
「
死
因
の
種

類
」
「
外
因
死
の
追
加
事
項
」

「
生
後
１
年
未
満
で
病
死
し

た
場
合
の
追
加
事
項
」
等
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち

「
Ai
」
と
薬
毒
物
検
査
な
ど

の
「
死
因
究
明
検
査
」
に
つ

い
て
は
、
本
ソ
フ
ト
に
独
自

に
付
加
さ
れ
た
項
目
で
あ
る

た
め
、
提
出
用
書
式
の
印
刷

時
に
は
反
映
さ
れ
な
い
。

同
副
会
長
は
、
将
来
的
に

は
、
印
刷
を
せ
ず
に
電
子
的

に
提
出
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
と
し
、
そ
の
際
に
は
、

医
師
資
格
証
を
医
師
の
認
証

に
用
い
る
な
ど
、
偽
造
対
策

も
組
み
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
強
調
。
そ
の
上
で
、「
今

後
、
多
く
の
医
師
に
こ
の
ソ

フ
ト
を
利
用
し
て
頂
き
、
意

見
を
聞
き
な
が
ら
改
良
を
重

ね
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

な
お
、
現
在
、
本
ソ
フ
ト

の
開
発
作
業
は
、
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ

管
理
機
構
株
式
会
社
に
移
管

さ
れ
て
お
り
、
サ
ポ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
と
い
く
つ
か
の
機
能

を
付
加
し
た
有
償
版
（
日
医

会
員
１
２
０
０
０
円
、
非
会

員
２
４
０
０
０
円
の
予
定
）

の
提
供
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

石
川
広
己
常
任
理
事
は
、

７
月
５
～
６
日
に
か
け
て
発

生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害

の
被
害
に
対
す
る
日
医
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
始
め
に
、

「
こ
の
度
の
災
害
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
深

く
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
者
に
対
し
て
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
た
上
で
、
日
医
で
は
、
７

月
５
日
よ
り
福
岡
・
大
分
両

県
医
師
会
と
連
絡
を
取
り
、

被
害
状
況
の
確
認
等
の
対
応

を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
報
告
。

現
地
の
朝
倉
医
師
会
病
院

が
災
害
発
生
当
初
よ
り
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
等
と
協
力
し
、
患
者
を

受
け
入
れ
て
き
た
と
し
た

他
、
既
に
災
害
急
性
期
は
経

過
す
る
一
方
、
11
日
午
前
の

時
点
に
お
い
て
、
福
岡
県
内

の
避
難
者
数
が
１
２
４
８

名
、
そ
の
う
ち
朝
倉
市
が
１

０
７
８
名
と
い
う
状
況
を
踏

ま
え
、
松
田
峻
一
良
福
岡
県

医
師
会
長
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
同
日
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
被
災

地
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
と
説
明
し
た
。

派
遣
チ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
福
岡
県
医
師
会
が
編
成

す
る
大
牟
田
市
立
病
院
と
久

留
米
大
学
病
院
の
計
２
チ
ー

ム
を
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
指
定

し
、
朝
倉
市
と
旧
杷は

木き

町ま
ち

の

避
難
所
で
避
難
者
の
感
染
症

対
策
な
ど
に
当
た
っ
て
も
ら

う
と
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
、
同
常
任

理
事
は
、
朝
倉
医
師
会
長
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
県
医
師
会
等
関

係
者
で
協
議
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
と
す
る
と
と
も

に
、
福
岡
・
大
分
両
県
医
師

会
と
も
緊
密
に
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
支
援
を

行
っ
て
い
く
意
向
を
示
し

た
。会

見
に
同
席
し
た
横
倉
義

武
会
長
は
、
10
日
に
被
災
地

で
あ
る
朝
倉
市
を
視
察
し
た

こ
と
を
報
告
。
会
員
医
療
機

関
の
被
害
状
況
等
を
説
明
し

た
上
で
、
「
避
難
所
の
健
康

管
理
を
し
っ
か
り
と
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の

思
い
か
ら
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣

を
決
定
し
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
今
回
の
集
中
豪
雨

に
関
し
て
は
、
筑
後
川
の
細

い
支
流
に
大
量
の
雨
が
降
っ

た
こ
と
で
川
が
氾
濫
し
、
被

害
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

平
成
26
年
８
月
の
広
島
市
安

佐
南
区
で
の
集
中
豪
雨
被
害

の
時
と
よ
く
似
て
い
る
と

し
、
「
今
後
、
こ
の
よ
う
な

災
害
は
日
本
全
国
ど
こ
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
日

頃
の
準
備
が
必
要
」
と
の
見

解
を
示
し
た
。

な
お
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣

は
７
月
17
日
を
も
っ
て
終
了

し
、
そ
の
後
の
対
応
は
朝
倉

医
師
会
で
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。

日医では、11月1日を「いい医療の日」
と定め、より良い医療の構築に向けて、
国民の皆さんと考える日とすることを
提案しています。

11月1日を
  「いい医療の日」に

い い いりょう

（日本記念日協会から認定を受けました）

鈴
木
邦
彦
常
任
理
事
は
、

自
ら
が
調
査
団
長
を
務
め
た

「
日
医　

韓
国
医
療
調
査
団
」

が
、
報
告
書
『
積
極
的
に
海

外
進
出
を
図
る
韓
国
医
療
─

米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
民
間
保

険
・
医
薬
品
の
要
求
を
拒
否

─
』
（
写
真
下
）
を
取
り
ま

と
め
た
こ
と
を
報
告
し
、
そ

の
内
容
を
説
明
し
た
。

今
回
の
大
き
な
目
的
は
、

現
在
、
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
の
改
革
モ
デ
ル
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

韓
国
の
審
査
機
関
、
健
康
保

険
審
査
評
価
院
（
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

へ
の
訪
問
で
あ
り
、
平
成
28

年
11
月
２
～
５
日
の
日
程

で
、
松
田
晋
哉
産
業
医
科
大

学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教

授
、
李
蓮
花
静
岡
大
学
人
文

社
会
学
部
経
済
学
科
准
教
授

と
共
に
、
国
民
健
康
保
険
公

団
、
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
、
保
健
福
祉

部
、
大
韓
医
師
協
会
、
延
世

大
学
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
を
視

察
。
韓
国
の
医
療
・
介
護
制

度
、
審
査
支
払
制
度
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

報
告
書
は
、
（
１
）
調
査

の
総
括
、（
２
）調
査
団
名
簿
、

（
３
）
日
程
表
・
概
要
、（
４
）

報
告
書
、（
５
）
視
察
、（
６
）

講
演

─
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
今
回
訪
問
し
た
５
カ
所

の
施
設
で
の
視
察
の
様
子

や
、
韓
国
に
お
け
る
医
療
保

険
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
る

３
名
の
先
生
方
に
よ
る
講
演

の
内
容
を
掲
載
。
巻
末
に
は

参
考
資
料
と
し
て
「
韓
国
の

医
療
保
険
の
概
略
」
が
添
付

さ
れ
て
い
る
。

同
常
任
理
事
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
に
つ
い
て
、
「
視
察
時
に

は『
現
在
、ほ
ぼ
Ａ
Ｉ
審
査
が

で
き
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
ま

で
達
し
て
い
る
』
と
の
説
明

を
受
け
た
が
、
そ
の
設
立
・

設
計
に
関
わ
り
、
院
長
も
務

め
た
Ｋ
Ｉ
Ｍ
ソ
ウ
ル
大
学
教

授
か
ら
は
、
『Electronic 

Review

（AI system

）
は
、

本
当
は
Ａ
Ｉ
で
は
な
く
、
決

ま
っ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

自
動
的
に
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
複
雑
な

臨
床
状
況
の
全
て
を
情
報
と

し
て
反
映
で
き
ず
、
一
貫
性

を
維
持
す
る
の
が
難
し
い
。

同
じ
状
況
で
も
結
果
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
る
と
い
う
苦
情
も

多
い
』
と
い
っ
た
実
情
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
」
と
今
回

の
調
査
の
成
果
を
報
告
し
た
。

更
に
、
同
常
任
理
事
は
、

韓
国
の
混
合
診
療
、
民
間
保

険
、
高
齢
化
に
つ
い
て
も
言

及
。
「
韓
国
で
は
混
合
診
療

が
行
わ
れ
、
医
療
は
大
病
院

中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
６

月
末
に
横
倉
義
武
会
長
等
と

再
訪
し
た
際
に
改
め
て
、
超

高
齢
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
日
本
の
地
域
医
療
構
想

や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
行
方
に
注
目
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
」
と
説
明
す

る
と
と
も
に
、「『
日
医
か
か

り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度
』

に
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
強
く
感
じ
た
」
と
述

べ
た
。
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２
０
１
６
～
２
０
１
７
年

度
の
武
見
フ
ェ
ロ
ー
で
あ
る

江
口
尚
氏
（
北
里
大
学
医
学

部
公
衆
衛
生
学
助
教
）
並
び

研
究
者
を
派
遣
し

て
い
る
。

報
告
会
は
道
永

麻
里
常
任
理
事
の

司
会
に
よ
り
、
横

倉
義
武
会
長
を
始

め
と
す
る
日
医
役

員
、
日
本
製
薬
工

業
協
会
、
武
見
フ

ェ
ロ
ー
Ｏ
Ｂ
、
日

医
総
研
研
究
員
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ

ら
72
名
の
出
席
の

下
に
行
わ
れ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ

し
た
横
倉
会
長
は
、
昨
年
ボ

ス
ト
ン
で
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

視
察
し
た
際
に
、
ミ
シ
ェ

ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
学
院
長

か
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
内

に
お
い
て
も
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と

の
説
明
を
受
け
た
こ
と
を
紹

介
。
「
各
国
の
公
衆
衛
生
の

向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
日
医
と
し

て
も
引
き
続
き
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
日
本
製
薬
工
業
協
会
の

日
頃
の
支
援
に
対
し
て
感
謝

の
意
を
示
し
た
。

報
告
で
は
、
ま
ず
、
江
口

氏
が
「
日
本
版
職
場
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
尺
度

の
開
発
」
と
題
し
て
、
職
場

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
（
Ｗ
Ｓ
Ｃ
：workplace 

social capital

、
そ
こ
に

属
す
る
個
人
の
行
動
を
促
進

す
る
社
会
構
造
の
特
徴
）
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
日

本
人
の
労
働
文
化
を
考
慮
し

た
Ｗ
Ｓ
Ｃ
に
関
す
る
６
項
目

の
尺
度
を
開
発
し
、
一
定
の

信
頼
性
・
妥
当
性
が
確
認
で

き
た
こ
と
を
説
明
。

よ
り
精
緻
な
モ
デ
ル
を
使

っ
て
検
討
し
た
結
果
、
組
織

レ
ベ
ル
の
Ｗ
Ｓ
Ｃ
が
個
人
レ

ベ
ル
の
ス
ト
レ
ス
に
影
響
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
す
る
と
と
も
に
、
ス

ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
、
管
理

職
は
、運
動
会
や
社
員
旅
行
、

お
花
見
な
ど
の
組
織
レ
ベ
ル

の
Ｗ
Ｓ
Ｃ
を
改
善
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
に
関
心
を
持
つ

必
要
が
あ
る
と
の
考
え
を
示

し
た
。

ま
た
、今
後
に
つ
い
て
は
、

「
開
発
し
た
尺
度
を
用
い
て
、

組
織
レ
ベ
ル
の
Ｗ
Ｓ
Ｃ
が
健

康
に
関
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム

〔HbA1c

や
高
感
度
Ｃ
Ｒ
Ｐ

（
炎
症
性
マ
ー
カ
ー
）
等
〕

と
も
リ
ン
ク
し
て
い
な
い

か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
、
「
母
子
保
健
サ

ー
ビ
ス
に
お
け
る
ケ
ア
の
継

続
、
ケ
ア
の
質
」
と
題
し
て

講
演
し
た
大
川
氏
は
、
武
見

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
っ
た
３
つ

の
研
究
活
動
の
う
ち
、
「
ガ

ー
ナ
国
母
子
保
健
継
続
ケ
ア

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
イ
ン
パ
ク
ト

評
価
」に
つ
い
て
概
説
し
た
。

「
継
続
ケ
ア
カ
ー
ド
の
使

用
」
な
ど
、
継
続
ケ
ア
強
化

の
介
入
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
発

し
、
妊
産
婦
死
亡
率
、
新
生

児
死
亡
率
が
依
然
と
し
て
高

い
ガ
ー
ナ
に
お
い
て
実
施
し

た
結
果
、
産
後
ケ
ア
の
受
診

回
数
と
ケ
ア
の
質
が
向
上
す

る
一
方
、
受
診
す
る
こ
と
と

質
の
良
い
ケ
ア
を
受
け
る
こ

と
に
は
大
き
な
格
差
が
見
ら

れ
た
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

母
子
の
健
康
を
更
に
改
善
す

る
た
め
に
は
、
十
分
な
受
診

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
保

健
医
療
施
設
の
設
備
改
善
や

人
材
の
育
成
な
ど
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
が
必

要
に
な
る
と
し
た
。

2016～2017年度のフェロー2名が
                           研究成果を発表

武見フェロー帰国報告会

第
35
回
韓
国
医
師
会
学
術

総
会
が
６
月
30
日
か
ら
７
月

１
日
を
会
期
と
し
て
、
韓
国

の
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

韓
国
医
師
会
ム
ー
ジ
ン
・

チ
ュ
ー
会
長
か
ら
の
招
待
に

応
じ
、
日
医
か
ら
は
横
倉
義

武
会
長
、
松
原
謙
二
副
会
長
、

鈴
木
邦
彦
・
道
永
麻
里
両
常

任
理
事
が
出
席
し
た
。

６
月
30
日
に
は
、
海
外
賓

客
を
対
象
と
し
た
韓
国
医
師

会
主
催
の
市
内
視
察
、
学
術

総
会
夕
食
会
が
行
わ
れ
た
。

夕
食
会
に
は
、
海
外
賓
客

と
し
て
、
日
医
の
他
、
ア
メ

リ
カ
医
師
会
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ガ
ー
マ
ン
前
会
長
、
台

湾
医
師
会
が
出
席
し
、
代
表

し
て
横
倉
会
長
が
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。

横

倉

会

長

は
、
昨
年
10
月

の
世
界
医
師
会

台
北
総
会
に
お

い
て
、
韓
国
医

師
会
、
ア
メ
リ

カ
医
師
会
、
台

湾
医
師
会
の
支

援
の
下
、
世
界

医
師
会
次
期
会

長
に
選
出
さ
れ

た
こ
と
に
対
し

て
、
改
め
て
感

謝
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
韓

国
医
師
会
を
始

め
と
し
た
国
際

的
な
協
力
関
係
を
更
に
強
化

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
韓
国
の
医
療
・
介

護
制
度
、
審
査
支
払
制
度
の

調
査
を
目
的
と
し
、
韓
国
医

師
会
の
協
力
の
下
、
昨
年
11

月
に
鈴
木
常
任
理
事
を
団
長

と
し
て
実
施
し
た
、
日
医　

韓
国
医
療
調
査
団
の
報
告
書

『
積
極
的
に
海
外
進
出
を
図

る
韓
国
医
療

─
米
韓
Ｆ
Ｔ

Ａ
で
は
民
間

保
険
・
医
薬

品
の
要
求
を

拒
否
─
』（
関

連

記

事

２

面
）
を
贈
呈

し
た
。

７
月
１
日

に

は
、
「
韓

国
、
日
本
、
台
湾
、
ア
メ
リ

カ
の
医
療
制
度
の
評
価
と
各

国
医
師
会
及
び
在
米
韓
国
人

医

師

会
（
Ｋ

Ａ

Ｍ

Ａ
：

K
o
r
e
a
n
-
A
m
e
r
i
c
a
n 

Medical 
Association

）

の
役
割
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

国
際
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。横

倉
会
長
は
、
ド
ン
・
チ

ュ
ン
・
シ
ン
延
世
大
学
医
学

部
教
授
と
共
同
座
長
を
務
め

た
他
、
「
日
本
医
師
会
の
役

割
と
将
来
像
」
と
題
し
、
日

医
の
紹
介
及
び
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
社
会
保
障
を

実
現
す
る
た
め
の
医
療
側
か

ら
の
提
言
の
必
要
性
、
社
会

保
障
が
持
つ
経
済
効
果
、
社

会
保
障
の
充
実
に
よ
る
国
民

不
安
の
解
消
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。

ま
た
、
鈴
木
常
任
理
事
は
、

「
日
本
の
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
、

「
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

『
地
域
医
療
構
想
』
の
導
入

に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
見

直
し
」
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」
、
日
医
か

か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度

等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

そ
の
他
、
「
台

湾
の
医
療
制
度
」

（
台
北
退
役
軍
人

総

合

病

院　

シ

ン
・
ジ
ャ
ン
・
フ

ァ
ン
副
院
長
）
、

「
台
湾
医
師
会
の
役
割
と
将

来
像
」
（
台
湾
医
師
会　

ブ
ラ

イ
ア
ン
・
チ
ャ
ン
事
務
局
次

長
）
、
「
韓
国
医
師
会
の
役
割

と
将
来
像
」
（
韓
国
医
師
会　

ム
ー
ジ
ン
・
チ
ュ
ー
会
長
）、

「
韓
国
の
医
療
制
度
」（
ソ
ウ

ル
大
学　

ユ
ン
・
キ
ム
教

授
）
、「
ア
メ
リ
カ
の
医
療
制

度
と
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
役
割
」（
Ｋ

Ａ
Ｍ
Ａ　

ジ
ョ
ン
・
ユ
ン
氏
）

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、鈴
木
常
任
理
事
は
、

韓
国
医
師
会
テ
レ
ビ
よ
り
日

本
の
医
療
保
険
制
度
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

た
。

「私は医師です」

日本医師会　電子認証センター

─どのように医師であることを証明しますか？─

詳しくはホームページをご覧ください。

医師資格証は、厚生労働省の定めるHPKIに準拠
したICカードです。
カードの提示やIC
チップの使用により、
現実・電子両方の
世界で「医師であ
る」ことを証明する
ことができます。

日本医師会　電子認証センター 検索

SAMPLE

韓
国
医
師
会
学
術
総
会
に
出
席

横
倉
会
長
、松
原
副
会
長
、鈴
木
・
道
永
両
常
任
理
事
が

に
大
川
純
代
氏
（
東
京
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
国
際

地
域
保
健
学
教
室
特
任
研
究

員
）
に
よ
る
帰
国
報
告
会
が

７
月
18
日
、
日
医
会
館
で
行

わ
れ
た
。

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
１
９
８
３
年
に
武
見

太
郎
元
日
医
会
長
の
「
国
際

保
健
に
お
け
る
医
療
資
源
の

開
発
と
配
分
」
の
構
想
に
着

目
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

が
、
日
医
の
協
力
の
下
、
同

大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
に
そ

の
名
を
冠
し
て
設
置
し
た
学

際
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
日
医
か
ら
毎
年
２
名
の

韓国医師会ムージン・チュー会長（左から3人目）他役員と
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河
合　
「
赤
ひ
げ
大
賞
」

は
、
こ
れ
ま
で
計
25
人
の
〝
赤

ひ
げ
先
生
〟
を
表
彰
し
、
多

く
の
医
師
の
励
み
と
な
る
賞

と
し
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。

改
め
て
そ
の
意
義
を
教
え
て

下
さ
い
。

横
倉　

私
は
平
成
24
年
に

日
医
の
会
長
に
な
っ
た
際
、

地
域
医
療
の
再
興
を
一
番
に

掲
げ
ま
し
た
。
国
民
に
「
大

病
院
で
受
診
す
る
の
が
一

番
」
と
い
っ
た
考
え
が
あ
る

中
、
地
域
医
療
こ
そ
が
医
療

「日本医師会　赤ひげ大賞」創設6周年記念特別対談

横倉義武 会長・田中勝英 太陽生命保険株式会社代表取締役社長

「赤ひげ大賞」を通じて地域医療のすばらしさを伝えたい
　

離
島
や
過
疎
地
域
な
ど
で
地
域
住
民
に
寄
り
添
う
医
師
の
地
道
な
取

り
組
み
に
光
を
当
て
る
「
日
本
医
師
会　

赤
ひ
げ
大
賞
」（
主
催
・
日
本

医
師
会
、
産
経
新
聞
社
）
が
、
創
設
さ
れ
て
か
ら
６
年
目
を
迎
え
た
。

　

今
号
で
は
そ
れ
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、
６
月
30
日
付
の
『
産
経
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
、
横
倉
義
武
会
長
と
今
回
よ
り
特
別
協
賛
と
な
っ
た
太

陽
生
命
保
険
株
式
会
社
の
田
中
勝
英
代
表
取
締
役
社
長
と
の
対
談
の
模

様
を
紹
介
す
る
。（
聞
き
手
：
河
合
雅
司
産
経
新
聞
社
論
説
委
員
）

の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
過
疎
地

域
の
医
療
は
、
だ
ん
だ
ん
手

薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が

実
情
で
す
。

背
景
の
一
つ
に
、
地
域
医

療
に
情
熱
を
持
っ
て
い
た
医

師
が
高
齢
化
し
、
後
継
者
が

育
っ
て
い
な
い
事
情
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
医
療
と
は
、

病
気
を
持
っ
た
人
の
人
生
を

共
に
歩
む
こ
と
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
密
着
度
は
、
地

域
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
濃
厚

に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
地
域
医

療
は
非
常
に
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。「
赤

ひ
げ
大
賞
」
を
通
じ
て
、
地

域
医
療
の
す
ば
ら
し
さ
を
国

民
の
皆
さ
ん
や
若
い
医
師
に

広
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

河
合　

太
陽

生
命
保
険
が
、

「
赤
ひ
げ
大
賞
」

を
特
別
協
賛
す

る
こ
と
に
し
た

の
は
、
ど
の
よ

う
な
考
え
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

田
中　

こ
れ

か
ら
の
高
齢
者

は
退
職
し
て
か

ら
何
十
年
も
の

人
生
を
過
ご
す

こ
と
に
な
り
、

介
護
や
医
療
に
対

す
る
不
安
が
非
常

に
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
地

方
の
場
合
、
医
師

が
近
く
に
い
な
い

と
非
常
に
不
安
に

な
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
不

安
を
解
消
す
る
た

め
に
何
ら
か
の
お

役
に
立
て
な
い
か

と
の
思
い
か
ら
、

〝
赤
ひ
げ
先
生
〟

を
応
援
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

河
合　

医
師
は
病
気
を
治

す
だ
け
で
な
く
、
地
域
そ
の

も
の
を
見
守
り
、
「
安
心
」

の
根
幹
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
に
お
け
る
医

師
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

横
倉　

医
療
の
な
い
と
こ

ろ
に
、
人
は
安
心
し
て
住
め

ま
せ
ん
。
医
療
を
提
供
す
る

と
同
時
に
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
な
行
動
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

私
が
子
ど
も
の
頃
は
戦
後

の
混
乱
期
で
、
教
育
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
地
域
で
は
医
師
が
子
ど

も
達
の
教
育
を
担
っ
て
い
る

面
も
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の

医
師
が
生
活
支
援
を
含
め
、

し
っ
か
り
と
目
を
配
っ
て
い

け
ば
、
地
域
全
体
の
安
心
感

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
医
療
で
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

河
合　

日
本
で
は
医
療
費

が
膨
張
し
財
政
面
で
危
機
的

な
状
況
に
あ
り
、
更
に
健
康

づ
く
り
が
重
要
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
御

社
で
は
健
康
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

か
。田

中　

昨
年
か
ら
、
「
太

陽
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
名
前
で
、
社
員
の
元

気
、
お
客
様
の
元
気
、
社
会

の
元
気
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
け
て
20
～
30
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

社
員
向
け
の
も
の
と
し
て

は
、
山
歩
き
を
ゆ
っ
く
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
血
圧
や
血

糖
値
を
下
げ
る
効
果
が
期
待

で
き
る
ド
イ
ツ
発
祥
の
「
ク

ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
へ
の
参
加
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
更
に
は
「
太
陽
生

命
ク
ア
オ
ル
ト
ア
ワ
ー
ド
」

を
創
設
し
、
ア
ワ
ー
ド
を
受

賞
し
た
市
区
町
村
の
コ
ー
ス

の
整
備
や
ガ
イ
ド
の
育
成
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
働
き
方
も
変
え
よ

う
と
、
４
月
よ
り
60
歳
か
ら

65
歳
定
年
制
に
変
更
し
、
70

歳
ま
で
継
続
的
に
仕
事
が
で

き
る
よ
う
雇
用
制
度
の
改
革

を
行
い
ま
し
た
。

横
倉　
「
ク
ア
」
は
ド
イ

ツ
語
で
温
泉
な
ど
を
利
用
し

て
療
養
す
る
と
い
う
意
味
で

す
よ
ね
。
私
も
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。

河
合　

御
社
は
、
業
界
で

先
駆
的
な
認
知
症
治
療
保
険

が
ヒ
ッ
ト
し
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
発
売
の
狙
い
は
何
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

一
昨
年
か
ら
、
70

歳
以
上
の
お
客
様
60
万
人
強

を
対
象
に
訪
問
し
た
と
こ

ろ
、
医
療
や
介
護
へ
の
関
心

が
、
以
前
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
く
ら
い
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

中
で
も
不
安
材
料
と
し

「日本医師会　赤ひげ大賞」とは

日医と産経新聞社が、地域に密着して人々の健康を支えている医
師の功績をたたえて広く国民に伝えるとともに、次代の日本を支え
る地域医療の大切さを広報する事業として平成24年に創設。全国
の都道府県医師会長からの推薦を受け、病を診るだけではなく地
域に根付き、その地域のかかりつけ医として生命の誕生から看取り
まで、さまざまな場面で住民の疾病予防や健康の保持増進に努め
ている医師の中から、選考委員会において毎年5名を選定し表彰し
ている。
江戸時代の小石川養生所を舞台に庶民の人生模様と「赤ひげ」
と呼ばれる所長と青年医師の心の交流を描いた山本周五郎氏の「赤
ひげ診

しんりょうたん

療譚」にあやかって名付けられた。

キーワード

田
た な か

中 勝
かつひで

英
太陽生命保険株式会社代表取締役社長
昭和29年生まれ。慶應義塾大学経済学部卒。昭
和52年太陽生命保険入社。副社長営業本部長な
どを経て、平成23年から現職。

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

←
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て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
認

知
症
で
し
た
。

そ
れ
な
ら
ば
認
知
症
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
も
し

な
っ
た
後
で
も
治
療
で
き
る

保
険
を
つ
く
ろ
う
と
思
い
立

ち
ま
し
た
。
昨
年
３
月
に
売

り
出
し
た
と
こ
ろ
22
万
件
を

超
え
る
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り

ま
し
た
。
認
知
症
に
な
っ
た

時
の
治
療
費
を
保
障
す
る
だ

け
で
な
く
、
ま
ず
は
認
知
症

に
な
ら
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
提
供
を
し
て
い
ま

す
。横

倉　

生
命
保
険
と
言
え

ば
、
自
身
の
亡
き
後
、
家
族

が
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
で
し
た
。
時
代
と
と
も

に
、
生
命
保
険
に
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

田
中　

そ
の
と
お
り
だ
と

思
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
変

わ
っ
て
き
て
、
生
命
保
険
の

役
割
も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、

生
活
の
保
障
、
自
分
が
病
気

に
な
っ
た
り
介
護
状
態
に
な

っ
た
り
し
た
時
の
保
障
と
い

う
役
割
が
確
実
に
大
き
く
な

っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
我
々
も
お
客
様
が
求
め

て
い
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

河
合　

政
府
だ
け
で
な

く
、
医
師
会
、
生
命
保
険
会

社
、
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
、
民

間
の
い
ろ
い
ろ
な
職
種
が
連

携
し
て
取
り
組
め
る
、
地
域

医
療
対
策
、
認
知
症
対
策
は

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

横
倉　

過
疎
地
域
に
は
、

長
い
歴
史
を
誇
る
と
こ
ろ
も

多
く
、
平
安
時
代
か
ら
続
い

て
い
る
よ
う
な
地
域
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を
、
こ
の
ま
ま

終
わ
ら
せ
て
い
い
の
か
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
地
域

に
戻
る
方
向
性
を
、
社
会
全

体
が
つ
く
っ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
に
安
心
し
て
住
め
る
よ
う

に
医
療
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

生
活
の
支
援
と
い
う
こ
と
で

生
命
保
険
が
し
っ
か
り
サ
ポ

ー
ト
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
地
域
の
良
さ
を
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら

う
。
そ
う
な
れ
ば
、
過
疎
化

も
止
ま
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

河
合　

こ
れ
か
ら
の
地
域

医
療
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

横
倉　

医
師
に
は
、
高
齢

者
が
健
康
に
長
生
き
で
き
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
も
重
症
化
し

ま
す
。
そ
う
し
た
人
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
地
域
に
密
着
し
た

入
院
施
設
が
必
要
と
な
り
、

こ
れ
が
有
床
診
療
所
や
中
小

病
院
の
役
割
に
な
っ
て
き
ま

す
。
高
度
医
療
が
全
て
だ
と

い
う
社
会
か
ら
、
生
活
に
密

着
し
た
形
の
医
療
提
供
体
制

に
切
り
替
え
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

河
合　

治
す
だ
け
の
医
療

で
な
く
、
療
養
型
の
医
療
が

増
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
民
間
保
険
会
社
と

し
て
国
や
地
方
に
期
待
す
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

田
中　

私
達
が
期
待
す
る

の
は
、
病
気
の
早
期
発
見
や

予
防
に
つ
な
が
る
健
康
診
断

な
ど
の
仕
組
み
が
地
方
で
更

に
整
備
さ
れ
、
病
気
に
な
る

確
率
が
下
が
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
国
の
財
政

に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

そ
の
実
現
に
は
、
〝
赤
ひ
げ

先
生
〟
が
多
く
の
地
方
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

河
合　

今
後
、
「
赤
ひ
げ

大
賞
」
の
役
割
と
し
て
期
待

す
る
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

横
倉　

地
方
に
ば
か
り
目

が
行
き
が
ち
で
す
が
、
実
は

東
京
の
真
ん
中
に
も
い
ろ
い

ろ
な
地
域
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
方
々
に
対
し
て
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
る
医
師
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
も
あ

り
ま
す
。
若
い
医
師
や
医
学

生
に
、
住
民
に
密
着
し
た
医

療
の
す
ば
ら
し
さ
を
ど
の
よ

う
に
発
信
し
て
い
く
か
が
課

題
で
す
。

第
５
回
表
彰
式
に
ご
臨
席

頂
い
た
皇
太
子
殿
下
が
、
当

日
参
加
し
て
い
た
医
学
生
に

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
医
学
生
達

に
は
、
さ
ぞ
か
し
励
み
に
な

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
医
師
の
世
代
交

代
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

も
、
先
輩
医
師
の
姿
を
、
後

輩
に
き
ち
ん
と
見
せ
て
い
け

る
よ
う
な
機
会
づ
く
り
や
情

報
発
信
も
大
事
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

河
合　

こ
れ
か
ら
地
域
医

療
を
担
っ
て
い
く
若
い
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

田
中　

幸
せ
に
生
き
て
い

く
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
最
先
端
の
医
療
に
生
き

る
医
師
も
い
れ
ば
、
一
人
ひ

と
り
を
診
な
が
ら
患
者
の
人

生
を
見
守
る
医
師
も
い
ま

す
。そ

う
い
う
こ
と
に
情
熱
を

傾
け
て
、
地
域
に
暮
ら
す

人
々
が
す
ば
ら
し
い
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
医
師
の
姿
を
、

若
い
人
達
に
も
っ
と
見
て
も

ら
え
れ
ば
、
地
域
医
療
の
事

情
も
ま
た
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

当
て
る
「
赤
ひ
げ
大
賞
」
が
、

ま
す
ま
す
地
域
医
療
を
担
う

医
師
の
励
み
と
な
る
賞
に
な

っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

待合室等に掲示して下さい

　「日本医師会　赤ひげ大賞」
の企画として、昨年に引き続き、
患者さんから、地域で活躍され
ているかかりつけの医師に対す
る応援メッセージを募集してい
ます。
　本紙に募集ポスターを同梱い
たしましたので、待合室等に掲
示して下さい。
　なお、昨年ご応募頂いたメッ
セージは、赤ひげ大賞の特設サ
イト（www.akahige-taishou.jp）
に掲載しておりますので、そちら
もぜひご覧下さい。

太 陽 生 命 は 、 赤 ひ げ 大 賞 を 応 援 して い ま す。

あなたのかかりつけ医へのメッセージを募集します。
●応募条件：文字数300字以内、ご自身の体験による未発表のものに限ります。 ●応募方法：郵送または「赤
ひげ大賞」公式ホームページからご応募いただけます。 ※スマートフォンからもご応募いただけます。 ●応募
期間：平成29年7月1日（土）～12月27日（水） ●発表：公式ホームページにて掲出いたします。 ●応募先：〔郵
送〕産経新聞社「赤ひげ大賞」事務局 〒100‒0879東京都千代田区大手町1の7の2 ●メッセージの公開：ご
応募いただいた中から事務局で選定したメッセージを公式ホームページに掲載します。（病院名など個人が特
定できるものはイニシャルにて掲出いたします）※ご応募いただきました作品の著作権は事務局にあります。

赤ひげ大賞 検  索

応援メッセージ募集についてはこちらから

www.akahige - taishou.jp

メッセージがホームページに掲載された方には、クオカード（500円分）を進呈します。
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先生、いつもありがとう。

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

→
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都
道
府
県
医
師
会
長
紹
介

（
平
成
29
年
改
選
）

長
瀬
会
長
を
６
選	

	

（
北
海
道
医
）

６
月
17

日
の
定
時

代
議
員
会

で
長
瀬
清

現
会
長
を
６
選
し
た
。

長
瀬
会
長
は
昭
和
13
年
北
海

道
の
出
身
。
昭
和
44
年
北
大
大

学
院
を
修
了
、
内
科
医
。
道
医

　
今
号
で
は
、
平
成
29
年
に
改
選
期
を

迎
え
た
13
の
都
道
府
県
医
師
会
長
の
略

歴
を
紹
介
す
る
。

馬
瀬
会
長
を
３
選	

	

（
富
山
県
医
）

６
月
22

日
の
定
例

代
議
員
会

で
馬
瀬
大

助
現
会
長
を
３
選
し
た
。

馬
瀬
会
長
は
昭
和
25
年
富
山

県
の
出
身
。
昭
和
56
年
埼
玉
医

大
を
卒
業
、
現
在
富
山
市
で
小

児
科
医
院
を
開
設
。
富
山
市
医

副
会
長
・
会
長
を
経
て
、
平
成

25
年
現
職
に
就
任
。
66
歳
。

関
会
長
を
４
選	

	

（
長
野
県
医
）

６
月
17

日
の
定
例

代
議
員
会

で
関
隆
教

現
会
長
を
４
選
し
た
。

関
会
長
は
昭
和
19
年
長
野
県

の
出
身
。
昭
和
45
年
信
州
大
医

学
部
を
卒
業
、
現
在
中
野
市
で

整
形
外
科
医
院
を
開
設
。
県
医

常
務
理
事
・
総
務
理
事
を
経

て
、
平
成
24
年
現
職
に
就
任
。

73
歳
。

尾
㟢
会
長
を
再
選	

	

（
東
京
都
医
）

６
月
18

日
の
定
時

代
議
員
会

で
尾
﨑
治

夫
現
会
長
を
再
選
し
た
。

尾
﨑
会
長
は
昭
和
26
年
東
京

菊
岡
氏
を
選
定	

	

（
神
奈
川
県
医
）

６
月
17

日
の
定
例

代
議
員
会

で
菊
岡
正

和
（
き
く
お
か
ま
さ
か
ず
）
氏

を
選
定
し
た
。

菊
岡
新
会
長
は
昭
和
20
年
神

奈
川
県
の
出
身
。
昭
和
46
年
日

大
医
学
部
を
卒
業
、
現
在
川
崎

市
で
内
科
医
院
を
開
設
。
県
医

理
事
、
副
会
長
を
経
て
、
平
成

29
年
現
職
に
就
任
。
71
歳
。

大
中
会
長
を
４
選	

	

（
福
井
県
医
）

６
月
18

日
の
定
例

代
議
員
会

で
大
中
正

光
現
会
長
を
４
選
し
た
。

大
中
会
長
は
昭
和
15
年
兵
庫

県
の
出
身
。
昭
和
43
年
大
阪
市

立
大
を
卒
業
、
現
在
福
井
市
の

循
環
器
病
院
名
誉
院
長
。
県
医

理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成

23
年
現
職
に
就
任
。
77
歳
。

猪
飼
会
長
を
再
選	

	

（
滋
賀
県
医
）

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
猪
飼
剛

現
会
長
を
再
選
し
た
。

猪
飼
会
長
は
昭
和
24
年
滋
賀

県
の
出
身
。
昭
和
49
年
京
都
府

立
医
大
を
卒
業
、
現
在
草
津
市

で
内
・
消
・
呼
・
循
・
小
・
外
・

皮
・
整
・
リ
ハ
・
リ
ウ
マ
チ
科

診
療
所
を
開
設
。
県
医
常
任
理

事
・
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、

平
成
27
年
現
職
に
就
任
。68
歳
。

松
井
氏
を
選
定	

	

（
京
都
府
医
）

６
月
18

日
の
定
時

代
議
員
会

で
松
井
道

宣
（
ま
つ
い
み
ち
の
り
）
氏
を

選
定
し
た
。

松
井
新
会
長
は
昭
和
32
年
京

都
府
の
出
身
。
昭
和
58
年
兵
庫

医
大
を
卒
業
、
現
在
京
都
市
で

病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
。

府
医
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、

平
成
29
年
現
職
に
就
任
。59
歳
。

近
藤
会
長
を
４
選	

	

（
石
川
県
医
）

青
木
会
長
を
４
選	

	

（
三
重
県
医
）

６
月
17

日
の
定
例

代
議
員
会

で
青
木
重

孝
現
会
長
を
４
選
し
た
。

青
木
会
長
は
昭
和
20
年
三
重

県
の
出
身
。
昭
和
45
年
名
古
屋

大
を
卒
業
、
現
在
桑
名
市
で
病

院
を
開
設
。
日
医
常
任
理
事
、

県
医
常
任
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
平
成
24
年
現
職
に
就
任
。

71
歳
。

広
岡
氏
を
選
定	

	

（
奈
良
県
医
）

６
月
28

日
の
定
例

代
議
員
会

で
広
岡
孝

雄
（
ひ
ろ
お
か
た
か
お
）
氏
を

選
定
し
た
。

広
岡
新
会
長
は
昭
和
22
年
奈

良
県
の
出
身
。
昭
和
48
年
関
西

医
大
を
卒
業
、
現
在
奈
良
市
で

内
・
外
・
皮
・
泌
尿
器
科
診
療

所
を
開
設
。
奈
良
市
医
副
会

長
・
会
長
を
経
て
、
平
成
29
年

現
職
に
就
任
。
69
歳
。

寺
下
会
長
を
４
選	

	

（
和
歌
山
県
医
）

６
月
17

日
の
定
例

代
議
員
会

で
寺
下
浩

彰
現
会
長
を
４
選
し
た
。

寺
下
会
長
は
昭
和
22
年
和
歌

山
県
の
出
身
。
昭
和
47
年
和
歌

山
県
立
医
大
を
卒
業
、
現
在
和

歌
山
市
で
整
・
リ
ハ
・
放
・
リ

ウ
マ
チ
科
医
院
を
開
設
。
県
医

理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成

24
年
現
職
に
就
任
。
69
歳
。

森
本
氏
を
選
定	

	

（
島
根
県
医
）

６
月
18

日
の
定
時

代
議
員
会

で
森
本
紀

彦
（
も
り
も
と
の
り
ひ
こ
）
氏

を
選
定
し
た
。

森
本
新
会
長
は
昭
和
21
年
島

根
県
の
出
身
。
昭
和
47
年
京
大

医
学
部
を
卒
業
、
現
在
松
江
市

で
産
婦
人
科
医
院
を
開
設
。
県

医
理
事
・
常
任
理
事
を
経
て
、

平
成
29
年
現
職
に
就
任
。71
歳
。

いのち

　「生命を見つめるフォト＆エッセー」（主催：日医、読
売新聞社）では、人間や動植物のいのちの輝く一瞬をと
らえた写真や、医師や看護師、患者との交流をつづった
エッセーを募集しています。
　医療関係者も応募可能となっていますので、ぜひ、ご
応募願います。
　応募方法などの詳細は、日医ホームページ（http://www.
med.or.jp/people/photo_essay/005110.html）等をご参
照下さい。

医療関係者も応募可能です！
応募締切：2017年10月5日㊍必着フォト部門 エッセー部門

問い合わせ先：日医広報課　     03─3942─6483（直）

ご応募
下さい

６
月
11

日
の
定
例

代
議
員
会

で
近
藤
邦

夫
現
会
長
を
４
選
し
た
。

近
藤
会
長
は
昭
和
23
年
石
川

県
の
出
身
。
昭
和
54
年
金
沢
医

大
を
卒
業
、
現
在
金
沢
市
で
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
。
県
医

　会員の先生方におかれましてはご多忙のところ、「『日本
医師会雑誌』『日医ニュース』の提供方法に関するアンケ
ート調査」にご協力頂き、ありがとうございました。
　「紙媒体を希望しない」と回答された先生方につきまし
ては、調査の際にご案内していましたとおり、『日医ニュー
ス』につきましては次号８月20日号より、本紙並びに「健
康ぷらざ」等の同梱物、『日医雑誌』につきましては9月号
より同様に本誌並びに同梱物の送付を中止いたしますの
で、あらかじめご承知置き下さい。

日医生涯教育課、広報課

私
66
歳
。
高
齢
者
で
あ
る
。

日
本
老
年
学
会
・
日
本
老

年
医
学
会
が
高
齢
者
の
定
義

と
区
分
を
、
①
65
～
74
歳
を

准
高
齢
者
②
75
～
89
歳
を
高

齢
者
③
90
歳
以
上
を
超
高
齢

者

─
と
す
る
こ
と
を
提
言

し
た
も
の
の
、
通
例
と
し
て

ま
だ
65
歳
以
上
が
高
齢
者
と

の
認
識
が
強
い
。

病
院
勤
務
の
友
人
は
定
年

と
な
り
役
職
や
勤
務
先
が
変

わ
り
、
会
社
員
の
友
人
は
職

を
辞
し
優
雅
な
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
を
満
喫
。

一
方
、
一
人
診
療
所
医
師

で
あ
る
66
歳
の
私
は
ま
だ
ま

だ
現
役
、
バ
リ
バ
リ
働
い
て

い
る
。
人
口
１
万
３
千
人
の

小
さ
な
わ
が
地
区
に
は
往
診

を
す
る
医
師
が
二
人
し
か
お

ら
ず
約
40
人
の
在
宅
患
者
の

他
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
嘱
託
医
を
し
な
が
ら
付
属

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
も

担
当
。
24
時
間
３
６
５
日
一

人
で
対
応
し
て
い
る
。
若
い

市
長
さ
ん
か
ら
は
、
「
引
き

続
き
地
域
医
療
・
在
宅
医
療

に
ご
尽
力
頂
き
た
い
」
と
握

手
さ
れ
、
そ
の
気
に
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
。

あ
る
日
、
地
元
警
察
署
の

若
い
警
察
官
が
自
宅
を
訪

問
、

「
何
か
お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
根
掘
り

葉
掘
り
尋
ね
て
く
る
。

訝
い
ぶ
か

し
く
思
い
聞
い
て
み
る

と
、

「
二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
て
い
る
」
と
の

事
。目

が
テ
ン
！
　

で
あ
る
。

確
か
に
家
内
も
同
い
年
の

た
め
高
齢
者
二
人
暮
ら
し
。

縦
割
り
行
政
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
リ
ス
ト
に
は
シ
ッ
カ

リ
と
わ
が
家
も
登
録
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
「
ま
だ
ま

だ
現
役
、
バ
リ
バ
リ
働
い
て

い
る
」
と
思
っ
て
い
る
の
は

当
の
本
人
だ
け
。
少
な
く
と

も
警
察
署
の
リ
ス
ト
で
は
単

な
る
高
齢
者
。
何
か
空
し
い
。

「
散
歩
の
際
に
は
交
通
事

故
に
ご
注
意
下
さ
い
」
と
、

警
察
官
が
車
の
ラ
イ
ト
に
反

射
す
る
タ
ス
キ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

私
66
歳
。
タ
ス
キ
を
か
け

て
散
歩
し
て
い
る
。

	

（
な
ま
は
げ
）

66
歳
は
高
齢
者
？

理
事
を
経
て
、
平
成
24
年
現
職

に
就
任
。
69
歳
。

都
の
出
身
。
昭
和
52
年
順
天
堂

大
を
卒
業
、
現
在
東
久
留
米
市

で
内
・
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
設
。
都
医
副
会
長
、
日
医

監
事
を
経
て
、
平
成
27
年
現
職

に
就
任
。
65
歳
。

副
会
長
を
経
て
、
平
成
19
年
現

職
に
就
任
。
78
歳
。

お知らせ



（7）第1342号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕平成29年8月5日

大分県
大分県医師会会報
第742号より

私
の
朝
活

長
濱
明
日
香

私
に
は
、
小
学
２
年
に
な

る
娘
が
１
人
い
る
。
平
日
は

毎
日
時
間
と
の
戦
い
で
あ

る
。朝

起
き
た
ら
ま
ず
、
そ
の

日
の
夕
食
の
下
準
備
か
ら
始

ま
り
、
朝
食
作
り
、
後
片
付

け
、
洗
濯
物
干
し
…
…
そ
し

て
娘
と
－
緒
に
「
遅
れ
る

～
！

」
と
言
い
な
が
ら
ギ
リ

ギ
リ
で
出
発
。

仕
事
が
終
わ
る
と
、
娘
を

預
け
て
い
る
民
間
の
学
童
保

育
ま
で
お
迎
え
に
行
く
。
帰

宅
後
、
娘
を
寝
か
せ
る
ま
で

の
時
間
は
約
２
時
間
。
夕
食

を
食
べ
さ
せ
、
お
風
呂
に
入

れ
、
歯
磨
き
の
仕
上
げ
を
し

て
、
そ
の
上
、
小
学
校
に
入

る
と
、
宿
題
の
丸
つ
け
や
翌

日
の
学
校
の
持
ち
物
の
確
認

も
し
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
う
し
て
あ
っ
と
い
う
間

に
寝
る
時
間
が
来
て
、
娘
と

一
緒
に
布
団
に
入
る
と
（
心

の
中
で
は
娘
が
寝
た
ら
起
き

て
自
分
の
こ
と
を
す
る

ぞ
！
　

と
毎
日
思
っ
て
い
る

新潟県
村上市岩船郡医師会だより
第97号より

救
急
車
の
適
正
利
用�

�

～
大
判
焼
き
を
買
い
た
か
っ
た
だ
け
～

佐
々
木
綾
子

県
職
員
と
し
て
保
健
所
に

勤
務
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
15
年
目
を
迎
え
た
。
病
院

勤
務
医
を
辞
め
る
時
に
、
も

う
救
急
車
に
乗
る
機
会
は
、

自
分
や
家
族
が
患
者
に
な
っ

た
時
以
外
は
無
い
だ
ろ
う
な

あ
、
そ
し
て
、
搬
送
さ
れ
て

く
る
患
者
を
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
病
院
で
待
つ
こ
と
も
こ

れ
か
ら
は
な
く
な
る
の
だ
な

あ
、
と
し
み
じ
み
思
っ
た
。

産
婦
人
科
に
勤
務
し
て
い

た
頃
は
、
時
々
新
潟
市
内
の

病
院
へ
重
症
合
併
症
の
妊
婦

さ
ん
や
、
低
出
生
体
重
児
と

一
緒
に
救
急
車
に
乗
る
機
会

が
あ
っ
た
。
切
迫
早
産
で
お

産
に
な
り
そ
う
な
妊
婦
さ

ん
、
分
娩
後
に
子し

か

ん癇
発
作
を

起
こ
し
て
意
識
不
明
に
な
っ

た
産
婦
さ
ん
、
早
産
で
生
ま

れ
て
し
ま
い
人
工
呼
吸
器
に

つ
な
が
れ
た
未
熟
児
な
ど
を

搬
送
し
た
。

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が

ら
救
急
車
を
走
ら
せ
て
も
、

一
般
車
両
は
な
か
な
か
道
を

譲
っ
て
は
く
れ
な
い
。
高
速

道
路
が
ま
だ
村
上
ま
で
開
通

し
て
い
な
い
時
は
、
新
潟
ま

で
が
と
て
も
遠
く
感
じ
ら
れ

た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い

出
す
と
、
今
で
も
緊
張
感
と

恐
怖
感
が
よ
み
が
え
っ
て
く

愛媛県
新居浜市医師会報
719号より

イ
タ
リ
ア
車
に
乗
っ
て
み

ま
せ
ん
か

宮
下
　
直
之

最
近
、
若
い
人
の
間
で
車

に
対
す
る
興
味
が
薄
れ
て
い

て
、
車
離
れ
が
進
ん
で
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
の
若

か
り
し
頃
は
、
車
に
は
大
い

に
関
心
が
あ
り
趣
味
の
対
象

だ
っ
た
。
私
自
身
、
昭
和
62

年
に
フ
ィ
ア
ッ
ト
に
乗
っ
て

以
来
、
か
れ
こ
れ
30
年
近
く

イ
タ
リ
ア
車
に
乗
り
続
け
て

い
る
。

当
時
は
、
輸
入
車
と
は
言

わ
ず
、
外
車
と
呼
ん
で
い
た

が
、
日
本
で
外
車
と
言
え
ば

ド
イ
ツ
車
が
ほ
と
ん
ど
で
、

イ
タ
リ
ア
車
等
は
マ
イ
ナ
ー

中
の
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
だ
っ

た
。
ド
イ
ツ
車
は
、
ヤ
ナ
セ

と
い
う
し
っ
か
り
し
た
デ
ィ

ー
ラ
ー
が
長
年
取
り
扱
っ
て

い
て
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
万

全
だ
っ
た
。
一
方
、
イ
タ
リ

ア
車
は
、
取
り
扱
い
デ
ィ
ー

ラ
ー
が
安
定
せ
ず
、
ア
ル
フ

ァ
ロ
メ
オ
は
一
時
正
規
デ
ィ

ー
ラ
ー
が
な
い
時
期
が
あ
っ

た
。そ

ん
な
状
態
だ
っ
た
の

で
、
当
時
イ
タ
リ
ア
車
に
乗

る
よ
う
な
人
間
は
、
モ
ノ
好

き
な
変
人
と
思
わ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
イ
タ
車
は
、
壊

れ
る
、
さ
び
る
、
柔
い(

ボ

デ
ィ
ー
剛
性
が
低
い)

、
と

思
わ
れ
て
お
り
、
な
お
さ
ら

マ
イ
ナ
ー
な
存
在
だ
っ
た
。

私
が
、
最
初
に
手
に
入
れ

た
の
は
、
ジ
ウ
ジ
ア
ー
ロ
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
フ
ィ
ア
ッ

ト
・
ウ
ー
ノ
と
い
う
３
ド
ア

ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
だ
っ
た
。
シ

ャ
ー
プ
な
デ
ザ
イ
ン
、
１
３

０
Ｏ
CC
イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

付
き
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
、
小

さ
い
も
の
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た

走
り
で
３
０
０
０
回
転
よ
り

が
）、
そ
の
ま
ま
目
覚
ま
し

が
鳴
る
ま
で
爆
睡
し
て
い
た

り
し
て
、
気
づ
け
ば
ま
た
次

の
日
が
始
ま
る
。

そ
ん
な
私
の
毎
日
の
サ
イ

ク
ル
に
、
最
近
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
が
あ
っ
た
。
今
年
の

４
月
に
職
場
を
変
わ
り
、
朝

の
出
勤
時
間
が
少
し
だ
け
遅

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
朝
、

学
校
に
登
校
す
る
娘
を
送
り

出
し
た
後
、
30
分
ほ
ど
時
間

が
で
き
た
。

娘
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
数

年
間
、娘
と
共
に
家
を
出
て
、

娘
と
共
に
帰
宅
す
る
生
活
が

続
い
て
い
た
た
め
に
、
突
然

で
き
た
こ
の
朝
の
１
人
の
時

ほ
っ
と
し
て
戻
っ
た
救
急

車
は
、
も
ち
ろ
ん
サ
イ
レ
ン

は
鳴
ら
さ
な
い
で
、
ゆ
っ
く

り
と
村
上
に
向
か
う
。
ふ
と

我
に
返
る
と
、
お
昼
時
は
と

っ
く
に
過
ぎ
て
お
り
、
お
腹

は
ぺ
こ
ぺ
こ
で
あ
る
。
疲
労

感
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
き

て
、
あ
あ
何
か
食
べ
た
い
。

そ
う
言
え
ば
、
こ
の
先
の
岩

船
に
お
い
し
い
大
判
焼
き
の

お
店
が
あ
っ
た
は
ず
と
思
い

る
。
問
に
合
わ
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
、
も
う
駄
目
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
？　

助
か
ら

な
い
の
で
は
？　

と
考
え
る

と
、
背
中
に
冷
た
い
汗
が
流

れ
た
。

病
院
か
ら
の
救
急
搬
送
は

昼
夜
、
深
夜
関
係
な
く
、
必

要
と
あ
れ
ば
出
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

あ
る
時
、
切
迫
早
産
で
陣

痛
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
、
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
あ
る
新
潟
市
内
の

病
院
へ
の
母
体
救
急
搬
送
が

あ
っ
た
。
平
日
の
外
来
を
中

断
し
、
お
昼
前
に
出
発
し
て
、

救
急
車
に
は
妊
婦
さ
ん
の
夫

も
同
乗
し
て
も
ら
っ
た
。
車

の
中
で
も
し
生
ま
れ
て
し
ま

っ
た
ら
、
そ
の
場
で
新
生
児

に
挿
管
し
な
け
れ
ば
救
命
で

き
な
い
よ
う
な
低
体
重
児
が

予
想
さ
れ
た
。

よ
う
や
く
目
的
の
病
院
に

到
着
し
、
す
ぐ
に
分
娩
室
に

入
り
、
産
婦
人
科
医
と
小
児

科
医
に
立
ち
会
っ
て
も
ら

い
、
出
産
と
な
っ
た
。
そ
の

時
は
、
入
院
か
ら
分
娩
ま
で

１
時
間
く
ら
い
だ
っ
た
の

で
、
救
急
車
と
隊
員
に
待
っ

て
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
。
で
な
い
と
帰
り
は
一
人

で
電
車
を
使
っ
て
村
上
ま
で

帰
る
こ
と
に
な
る
。

タ
ー
ボ
過
給
が
始
ま
っ
て
後

の
加
速
の
鋭
さ
と
高
速
走
行

時
の
安
定
感
は
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

建
て
付
け
は
良
く
な
く
、
至

る
所
か
ら
ミ
シ
ミ
シ
と
音
が

し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
と

に
か
く
走
っ
て
い
て
楽
し
い

車
だ
っ
た
。

次
の
車
は
ア
ル
フ
ァ
75
に

し
た
。
と
言
う
の
も
、
イ
タ

リ
ア
車
と
言
え
ば
ア
ル
フ
ァ

ロ
メ
オ
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア

人
の
間
で
も
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ

オ
車
は
特
別
な
存
在
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ

オ
愛
好
者
の
こ
と
を
ア
ル
フ

ィ
ス
タ
と
い
う
呼
び
方
が
あ

る
く
ら
い
で
あ
る
。

ア
ル
フ
ァ
75
は
、
ア
ル
フ

ァ
ロ
メ
オ
創
立
75
周
年
を
記

念
し
て
命
名
さ
れ
た
、
良
く

言
え
ば
個
性
的
、
悪
く
言
え

ば
変
な
格
好
の
４
ド
ア
セ
ダ

ン
で
あ
る
。
内
外
装
共
に
個

性
の
塊
な
の
に
案
外
実
用
的

で
運
転
し
て
楽
し
い
車
だ
っ

た
。
11
年
を
超
え
て
か
ら
、

大
き
な
故
障
が
起
き
始
め
、

残
念
な
が
ら
手
放
し
、
ア
ル

フ
ァ
１
５
６
を
購
入
し
た
。

こ
の
車
は
、
久
し
振
り
に
大

ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
曲
線
を

基
調
に
し
た
優
雅
な
ボ
デ
ィ

ー
デ
ザ
イ
ン
は
、
発
表
か
ら

19
年
経
つ
今
で
も
、
全
く
古

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
優
れ
た

も
の
で
あ
る
。

平
成
15
年
に
、
ア
ル
フ
ァ

１
５
６
Ｇ
Ｔ
Ａ
に
乗
り
換
え

た
。
こ
れ
は
、
エ
ン
ジ
ン
が

２
・
５
リ
ッ
ト
ル
か
ら
３
・

２
リ
ッ
ト
ル
に
ア
ッ
プ
、
馬

力
、
ト
ル
ク
共
に
増
加
し
、

エ
ン
ジ
ン
サ
ウ
ン
ド
、
エ
グ

ゾ
ー
ス
ト
ノ
ー
ト(

排
気
音)

も
低
く
太
く
な
り
、
加
速
も

一
段
と
力
強
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
内
装
も
イ
タ
リ
ア

ン
ら
し
い
も
の
で
、
生
産
中

止
に
な
っ
て
10
年
だ
が
、
ま

だ
ま
だ
手
放
せ
な
い
。

ち
な
み
に
私
の
Ｇ
Ｔ
Ａ
は

左
ハ
ン
ド
ル
、
６
速
マ
ニ
ュ

ア
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
で
あ

る
。
今
で
は
、
イ
タ
車
で
も

日
本
仕
様
は
右
ハ
ン
ド
ル
、

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
が
標
準
で
、

壊
れ
る
、
さ
び
る
と
い
う
の

は
過
去
の
話
で
あ
る
。

現
行
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
に

も
乗
っ
て
い
る
。
内
外
装
と

も
比
較
的
し
っ
か
り
作
り
こ

ま
れ
て
お
り
、
装
備
も
充
実

し
、
エ
ン
ジ
ン
も
良
く
回
る

が
、
エ
ン
ジ
ン
音
や
乗
り
味

等
、
ア
ル
フ
ァ
ら
し
い
個
性

は
少
し
薄
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
ま
だ
随
所
に
ア
ル
フ
ァ

ら
し
さ
は
残
っ
て
お
り
、
何

と
な
く
人
間
的
な
感
じ
で
い

い
車
と
思
う
。

今
後
、
何
年
乗
れ
る
か
分

か
ら
な
い
が
、
し
ば
ら
く
の

間
、
ロ
メ
オ
に
乗
り
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

	

（
一
部
省
略
）

出
し
、
突
然
「
運
転
手
さ
ん
、

大
判
焼
き
を
買
っ
て
食
べ
た

い
」
と
救
急
隊
に
告
げ
た
私
。

「
何
を
言
っ
て
い
る
ん
で
す

か
、
救
急
車
が
大
判
焼
き
の

店
の
前
に
止
ま
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
で
し
ょ
う
！

」
と

の
ご
返
事
。

「
エ
ー
、
だ
っ
て
サ
イ
レ

ン
も
鳴
ら
し
て
い
な
い
し

…
…
」
残
念
無
念
。

も
ち
ろ
ん
大
判
焼
き
を
買

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
翌
日
産
婦
人
科
外
来
に

大
量
の
大
判
焼
き
が
届
け
ら

れ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

間
が
新
鮮
だ
っ
た
。
せ
っ
か

く
で
き
た
貴
重
な
時
間
な
の

で
と
思
い
立
ち
、
そ
の
30
分

を
家
事
で
は
な
く
、
自
分
の

た
め
に
使
う
こ
と
に
し
た
。

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
目
を
通

さ
ず
に
山
積
み
に
な
っ
て
い

た
医
学
雑
誌
や
学
会
誌
に
パ

ラ
パ
ラ
と
目
を
通
し
て
ち
ょ

っ
と
勉
強
し
た
気
分
に
な
っ

た
り
、
録
画
し
て
い
た
お
笑

い
番
組
や
ド
ラ
マ
を
見
て
笑

っ
た
り
。
趣
味
の
お
琴
や
お

三
絃
の
お
稽
古
を
す
る
こ
と

も
あ
る
。

お
琴
は
小
学
生
の
頃
か
ら

細
々
と
続
け
て
い
る
の
だ

が
、
仕
事
を
始
め
て
、
特
に

娘
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、
ま

と
も
に
自
宅
で
お
稽
古
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
、
上
達
も
せ
ず
技
術
を
キ

ー
プ
す
れ
ば
良
い
ほ
う
だ
っ

た
。そ

れ
で
も
続
け
ら
れ
て
い

る
だ
け
よ
い
か
、
と
思
い
な

が
ら
や
っ
て
い
た
が
、
朝
出

発
前
の
ほ
ん
の
10
分
程
度
だ

が
、
集
中
し
て
お
稽
古
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
や
は
り
そ

れ
な
り
の
成
果
も
出
て
く

る
。
先
生
の
お
宅
に
お
稽
古

に
行
く
と
「
長
濱
さ
ん
、
お

上
手
に
弾
け
て
い
ま
す
ね
」

と
言
っ
て
頂
け
た
り
も
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

朝
の
30
分
は
、
私
の
日
常

に
ち
ょ
っ
と
し
た
ゆ
と
り
と

充
実
感
を
も
た
ら
し
て
く
れ

て
い
る
。
も
と
も
と
三
日
坊

主
に
な
り
や
す
い
性
格
な
の

で
い
つ
ま
で
続
く
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
貴

重
な
30
分
を
有
効
に
使
い
た

い
な
と
思
っ
て
い
る
。
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日
本
医
師
会
　

 

医
療
安
全
推
進
者
養
成
講
座「

講
習
会
」

社
会
保
険
料
控
除
対
象
額
に
つ
い
て

書
籍
紹
介

健
康
食
品
サ
プ
リ
メ
ン
ト

医
薬
品
と
の
相
互
作

用
事
典日

医
　
他
　
総
監
修

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
の

引
き
落
と
し
は
、
２
カ
月
遅

れ
の
１
日
（
第
１
営
業
日
）

と
な
る
。

新
規
加
入
の
場
合
、
申
出

書
を
８
月
の
中
旬
ま
で
に
送

付
す
る
と
、
８
月
分
の
引
き

落
と
し
は
、
10
月
２
日
（
10

月
１
日
が
日
曜
日
の
た
め
）

と
な
る
。

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
る
の
は
12
月
末
納
付
分

ま
で
な
の
で
、
こ
の
場
合
、

平
成
29
年
は
３
カ
月
分
が
控

除
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
一
括
納
付
の
手

続
き
を
す
る
と
来
年
３
月
分

ま
で
納
付
で
き
る
た
め
、
平
成

29
年
は
８
カ
月
分
を
控
除
の

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
括
納
付
を
ご
希
望
の
方

は
、
基
金
ま
で
ご
連
絡
頂
き

た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

の
要
領
に
従
い
、
申
し
込
み

願
い
た
い
。

◆
主
催
：
日
医

◆
日
時
：
10
月
15
日
（
日
）　

午
後
１
時
～
５
時

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
参
加
対
象
：
医
療
安
全
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
医

療
機
関
、
福
祉
関
連
施
設
の

従
事
者
及
び
都
道
府
県
医
師

会
、
郡
市
区
医
師
会
の
苦

情
・
相
談
受
付
窓
口
業
務
担

当
者
等

◆
定
員
：
３
０
０
名
（
講
座

受
講
者
含
む
）

◆
参
加
費
：
３
２
４
０
円　

（
講
座
受
講
者
は
不
要
）

◆
申
込
方
法
：
日
医
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

med.or.jp/anzen/yk29.

html

）
を
参
照
の
上
、
必
要

事
項
を
明
記
し
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
申

し
込
み
願
い
た
い
。
申
込
者

に
は
、
後
日
、
参
加
費
振
込

先
等
を
記
載
し
た
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
返
信
す

る
（
た
だ
し
、
講
座
受
講
者

は
参
加
費
不
要
に
つ
き
、
必

ず
講
座
学
習
専
用
サ
イ
ト
か

ら
申
し
込
み
願
い
た
い
）
。

◆
申
込
締
切
：
９
月
29
日

（
金
）
。
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
る
。

医
療
関
係
機
関
等
を
対
象
に
し
た

 

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者

 
に
関
す
る
講
習
会

日
医
と
（
公
財
）
日
本
産

業
廃
棄
物
処
理
振
興
セ
ン
タ

ー
と
の
共
催
に
よ
り
平
成
18

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
本
講
習

会
を
、
今
年
も
全
国
で
７
回

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

医
療
関
係
機
関
は
、
感
染

性
産
業
廃
棄
物
を
生
じ
る
た

め
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

管
理
責
任
者
」
を
置
く
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

事
務
職
員
等
の
方
は
、
本

講
習
会
を
修
了
す
る
こ
と
に

よ
り
、
感
染
性
産
業
廃
棄
物

を
生
じ
る
事
業
場
の
「
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任

者
」
と
し
て
各
都
道
府
県
等

に
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
医
師
・
看
護
職
員

等
の
方
は
講
習
会
を
受
講
す

る
こ
と
な
く
「
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
」
の

資
格
を
有
し
て
い
る
。
本
講

習
会
は
、
資
格
取
得
の
目
的

の
み
な
ら
ず
産
業
廃
棄
物
全

般
の
管
理
に
関
す
る
知
識
を

習
得
す
る
機
会
と
し
て
も
有

効
で
あ
り
、
ぜ
ひ
受
講
頂
き

た
い
。

◆
受
講
料
：
１
４
０
０
０
円

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
む
場
合
は
、
１
３
５
０
０

円
）

◆
定
員
：
各
会
場
１
５
０
名

◆
申
込
方
法
：
（
公
財
）
日

本
産
業
廃
棄
物
処
理
振
興
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.jwnet.

or.jp/

）
内
の
「
医
療
関
係

特
管
責
任
者
講
習
会
」
案
内

ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い
た
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
地

域
医
療
第
一
課
〔

03
─

３

９
４
２
─

６
１
３
７
（
直
）
〕

平成29年度「医療関係機関等を対象にした特別管理産業廃棄物管理責任者」に
関する講習会

地域
ブロック 開催地 開催日・場所 定員 書面申込みの受付機関

平
成
29
年

関東 東京都 9月27日（水）
日本医師会 150名（一社）東京都産業廃棄物協会TEL：03-5283-5455

関西 大阪府 11月2日（木）
大阪私学会館 150名（公社）大阪府産業廃棄物協会TEL：06-6943-4016

北海道・
東北 北海道 12月9日（土）

北海道自治労会館 150名
（公財）日本産業廃棄物処理振興
センター
TEL：03-5275-7115

中部 静岡県
12月12日（火）
静岡商工会議所
静岡事務所会館

150名（公社）静岡県産業廃棄物協会TEL：054-255-8285

平
成
30
年

九州 福岡県
1月20日（土）
福岡県中小企業
振興センター

150名（公社）福岡県産業廃棄物協会TEL：092-651-0171

中国・
四国 広島県

2月15日（木）
広島県情報プラザ
（多目的ホール）

150名（一社）広島県資源循環協会TEL：082-247-8499

関東 埼玉県 3月23日（金）
さいたま共済会館 150名（一社）埼玉県環境産業振興協会TEL：048-822-3131

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
「
医
療
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
医
療
安
全
（
仮
）
」
（
児

玉
安
司
新
星
総
合
法
律
事
務

所
弁
護
士
／
一
橋
大
学
客
員

教
授
／
医
師
）

・
「
第
三
者
が
加
わ
る
院
内

事
故
調
査
と
医
療
の
質
の
評

価
（
仮
）
」
（
上
田
裕
一
地
方

独
立
行
政
法
人
奈
良
県
立
病

院
機
構
奈
良
県
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
総
長
）

・
「
医
療
事
故
の
再
発
防
止

に
向
け
た
提
言
（
仮
）
」
（
宮

消
費
者
庁
の
最
近
の
調
査

に
よ
る
と
、
国
民
の
過
半
数

が
健
康
食
品
を
利
用
し
、

26
％
以
上
は
毎
日
使
用
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
新
た
に

機
能
性
表
示
食
品
制
度
が
創

設
さ
れ
、
医
師･

薬
剤
師
へ

の
相
談
を
促
す
注
意
喚
起
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
患
者
か
ら
の
相
談
が
増

え
る
状
況
に
あ
る
。

消
費
者
・
患
者
は
、
健
康

食
品
の
ラ
ベ
ル
に
「
自
然
由

来
」
と
の
記
載
が
あ
れ
ば
、

安
全
で
あ
る
と
思
い
が
ち
だ

が
、
健
康
食
品
に
も
処
方
薬

と
の
相
互
作
用
が
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
処
方
薬
の
よ

う
な
安
全
性
の
研
究
は
、
メ

ー
カ
ー
も
行
政
も
十
分
に
行

っ
て
お
ら
ず
、
医
療
従
事
者

も
問
題
意
識
を
持
っ
て
対
処

す
る
必
要
が
で
て
き
た
。

本
書
は
、
日
医
総
監
修
の

『
健
康
食
品
・
サ
プ
リ
メ
ン

ト
［
成
分
］
す
べ
て
』
等
か

ら
「
医
薬
品
と
の
相
互
作
用
」

部
分
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ

り
、
医
薬
品
名
や
健
康
食
品

名
な
ど
か
ら
発
生
頻
度
、
危

険
度
、
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル

に
よ
り
「
高
・
中
・
低
」
の

三
段
階
で
即
座
に
参
照
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
検
索
で
は
科
学
的

な
知
識
が
探
し
づ
ら
い
健
康

食
品
の
安
全
性
等
の
確
認
に

最
適
で
あ
り
、
親
本
と
共
に

診
察
室
に
常
備
す
べ
き
書
籍

と
言
え
る
。

定
価　

４
６
４
４
円（
税
込
）

発
行　

同
文
書
院
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H
ow

 to 

産
業
保
健
11

よ
く
わ
か
る
　

じ
ん
肺

健
康
診
断

労
災
病
院
じ
ん
肺
研
究 

　
　

グ
ル
ー
プ 

編
集
委
員
会
　
編

粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る

労
働
者
数
は
こ
こ
10
年
以
上

増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

じ
ん
肺
罹
患
者
の
診
療
に
関

わ
る
医
師
、
じ
ん
肺
健
康
診

断
に
関
与
す
る
産
業
医
は
決

し
て
少
な
く
な
い
。

本
書
は
、
最
新
知
見
と
共

に
、
特
に
「
じ
ん
肺
法
」「
じ

ん
肺
法
施
行
規
則
」
に
則
り

つ
つ
、
「
じ
ん
肺
健
康
診
断

と
じ
ん
肺
健
康
診
断
結
果
証

明
書
の
書
き
方
」
に
重
点
を

置
い
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

基
礎
と
な
る
法
令
か
ら
じ
ん

肺
管
理
区
分
の
判
定
、
労
働

局
へ
の
書
類
提
出
に
係
る
実

務
ま
で
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
る
。

巻
末
付
録
Ｃ
Ｄ
に
は
、
厚

生
労
働
省
「
じ
ん
肺
標
準
エ

ッ
ク
ス
線
写
真
集
（
電
子
媒

体
版
）」
の
抜
粋
と
、
労
災

病
院
グ
ル
ー
プ
が
収
集
・
整

理
し
た
貴
重
な
「
職
業
別
じ

ん
肺
症
例
」
の
デ
ジ
タ
ル
画

像
を
収
め
、
ま
た
、
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
上
で
入
力
し
打
ち

出
し
て
す
ぐ
に
使
え
る
「
12

種
類
の
労
働
局
へ
の
提
出
書

類
」
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
も
収

録
さ
れ
て
お
り
、
大
変
使
い

や
す
い
。

な
お
、
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
注
文

の
際
に
、
「
日
医
ニ
ュ
ー
ス

を
見
た
」
と
明
記
す
る
と
、

１
割
引
（
送
料
込
）
と
な
る
。

定
価　

１
９
４
４
円（
税
込
）

発
行　

（
公
財
）
産
業
医
学

振
興
財
団
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03
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５
２
０
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１
０
２
０

田
哲
郎
医
療
法
人
財
団
順
和

会
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
血
管
病
セ
ン
タ
ー
長
）

・
総
合
討
論
（
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
：
今
村
定
臣
常
任
理

事
、
講
師
：
児
玉
安
司
／
上

田
裕
一
／
宮
田
哲
郎
の
各

氏
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込

み
先
：
日
医
医
事
法
・
医
療

安
全
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
５
０
６
（
直
）、

03
─

３

９
４
６
─

６
２
９
５
、

safe@po.med.or.jp

〕

日
医
が
実
施
し
て
い
る

「
医
療
安
全
推
進
者
養
成
講

座
」
（e-learning

形
式
の

通
信
制
講
座
）
で
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

１
年
に
１
回
講
習
会
を
開
催

し
て
い
る
。
本
講
習
会
に
つ

い
て
は
、
例
年
講
座
受
講
者

以
外
も
参
加
可
能
と
し
て
お

り
、
今
年
度
も
一
般
の
医
療

従
事
者
に
対
象
を
広
げ
て
募

集
を
行
う
。
希
望
者
は
下
記
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